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紹
介
・
臼
杵
市
文
化
財
管
理
セ
ン
タ
ー
蔵

『
長
崎
道
中
日
記
』（
二
）

德　

岡　
　

涼

　

湯
屋
村　
　

茶
や

　
　

瀬
戸
か
迫
と
申
所
、
北
の
関
に
出
店
等
有
之
候
得
共
、
駅

　
　

場
に
て
も
無
之
。
南
関
に
は
大
に
劣
れ
り
。
北
関
出
口
に

　
　

柳
川
よ
り
四
里
之
棒
木
建
之
。
左
に
亀
尻
村
を
見
る
。

　

三
ツ
峰　

茶
や
四
五
軒

　
　

是
よ
り
弐
丁
行
。

　

中
原
村　

店
弐
軒

　
　

同
三
丁
程
行
。

　

ま
て
川　

店
十
軒
斗
。

　
　

左
に
上
は
へ
村
を
見
、
三
丁
程
行
。

原
ノ
町　
　

南
関
よ
り
弐
里

　

宿
内
十
丁
も
可
有
之
。
右
側
人
馬
会
所
有
之
。

　

日
出
川　
　

店
四
五
軒
。

　
　

右
に
赤
山
村
を
見
、
左
は
打
開
た
る
津
留
也
。

　

野
町

　
　

此
町
長
七
八
丁
も
可
有
之
。
町
中
に
柳
川
よ
り
、
三
里
之

　
　

石
建
之
。」（
22
裏
）

　
　
　
　
　

右 

清
水
寺

　
　
　
　
　

左 

柳
川　

追
分

　
　

此
清
水
寺
観
音
は
京
都
清
水
の
元
に
し
て
京
都
は
筑
後
の

　
　

移
し
な
る
由
、
右
野
町
迦
れ
よ
り
弐
三
丁
行
。

　

清
水　
　

茶
や
五
六
軒
有
。

　
　

此
所
よ
り
両
方
共
広
き
津
留
也
。都
て
佐
賀
迄
は
山
な
し
。

　

松
の
ぶ
村

　

吉
井
町

　
　
　

此
所
よ
り
三
丁
斗
行
。
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月
も
ふ
す　
　

店
有
。

　
　

此
所
よ
り
清
水
寺
道
追
分
有
。

　
　
　
　
　

　
　

清
水
寺
へ
野
町
の
追
分
よ
り
一
里
、
夫
よ
り
登
り
十
六
丁

　
　

瀬
高
へ
一
里
半
の
廻
り
と
い
ふ
。

　
　

柳
川
領
は
、
道
幅
狭
く
弐
間
位
土
手
も
ひ
き
く
、
両
側
小

　
　

杉
、
し
つ
く
ひ
に
植
。

　
　

柳
川　

三
斗
三
升
上
納
俵

　
　
　
　
　

三
斗
五
升
常
俵
」（
23
表
）

　
　

瀬
高
宿　
　

原
町
よ
り
弐
里

　
　
　

宿
内
左
に
、
三
池
へ
の
追
分
あ
り
。
此
所
よ
り
三
里
、

　
　
　

七
合
位
之
由
。

　
　

柳
川
立
花
侯
御
分
地
。

　
　
　

一
万
石
、
筑
後
三
池
領
主
、
立
花
豊
前
守
種
善
、
文
化

　
　
　

三
寅
年
、
奥
州
伊
達
郡
下
手
渡
へ
所
替
、
一
万
石
。
跡

　
　
　

の
三
池
は
御
料
所
と
成
。

　
　

此
宿
内
、
長
廿
丁
余
有
之
。
人
馬
継
所
、
右
側
宿
中
央
に

　
　

川
有
。
瀬
高
川
と
い
ふ
。
橋
長
三
十
間
余
、
川
中
に
馬
建

　
　

有
之
。
此
川
よ
り
西
を
上
の
庄
と
い
ふ
。
東
を
下
の
庄
と

　
　

い
ふ
。
双
方
に
七
町
宛
有
之
由
、
〆
拾
四
町
に
て
千
軒
の

　
　

所
の
由
、
宿
迦
一
丁
程
手
前
に
、

　
　
　
　

従
是
北　

宿
町
通

　
　
　
　

従
是
西　

柳
川
通　

追
分
石

　
　
　

右
宿
迦
よ
り
、
久
留
米
・
高
良
山
、
丑
寅
方
、
遙
に
見

　
　
　

ゆ
る
。

　

此
分
、
先
書
の
写
、
此
節
通
行
せ
ず
。

　

鬼
橋　
〈
店
十
軒
斗
／
此
所
よ
り
、
柳
川
へ
壱
里
。〉

　

 

」（
23
裏
）

　

此
辺
よ
り
石
を
焼
、
匂
ひ
至
て
悪
し
。
と
ぢ
石
と
い

　

ふ
て
、
三
池
よ
り
出
る
由
也
。
是
よ
り
八
丁
程
行
。

　

三
ツ
橋　
　

店
拾
軒
斗
。
是
よ
り
八
丁
程
行
。

　

か
ま
ふ
な　
　

店
弐
軒

　
　

柳
川
入
口
三
四
丁
手
前
、右
高
畑
村
神
明
宮
有
之
、

　
　

山
門
迄
、
桜
馬
場
、
手
前
板
橋
、
藤
の
棚
等
有
之
。

　
　

至
て
奇
麗
成
所
也
。
此
神
明
宮
は
、
近
年
、
立
花

　
　

侯
御
先
祖
、
戸
次
丹
後
守
入
道
、
立
花
道
雪
侯
を

　
　

勧
請
の
社
也
。
道
雪
侯
は
大
友
三
老
の
一
人
也
。

　
　

三
柱
大
明
神
と
号
。

　

柳
河
城
下　
　

瀬
高
よ
り
弐
里

　
　

筑
後
国
大ヤ

マ
ト門
郡
柳
河
城
主
、
立
花
左
近
将
監
侯
御
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城
下
、
御
高
十
一
万
九
千
六
百
石
。

　
　

大
広
間　

江
戸　

二
百
九
十
里
余
。

　
　

入
口
、
瀬
高
御
門
よ
り
入
。
新
町
・
細
工
町
・
瀬

　
　

高
町
・
本
町
よ
り
魚
売
場
に
出
。
大
手
御
門
は
引

　
　

入
有
之
。
御
門
前
、
板
橋
也
。
侍
小
路
一
見
は
不

　
　

相
成
。」（
24
表
）
本
町
の
内
、
中
町
祇
園
社
前
に
て

　
　

人
足
継
。
夫
よ
り
井
手
橋
御
門
を
出
。
橋
を
渡
。

 　
　

右
久
留
米

 　
　

左
小
保　
〈
追
分
石
有
之
。
／
是
よ
り
久
留
米

 　
　
　
　
　
　
　

五
里
。〉

　
　

右
久
留
米
外
町
と
申
所
へ
立
寄
、
荷
馬
継
、
猶
又

　
　

小
保
道
に
立
戻
り
、
船
津
町
通
り
、
当
所
は
ぜ
の

　
　

名
物
。

　
　

一
、
当
所
海
辺
に
て
、
繁
栄
の
所
な
り
。
町
屋
抔

　
　

至
て
奇
麗
に
有
之
。
尤
、
長
崎
へ
船
に
て
参
候
得

　
　

は
一
日
に
着
い
た
し
候
由
。

　
　

一
、
右
細
工
町
に
て
、
町
人
の
内
、
門
構
大
造
に

　
　

相
見
候
付
、
名
前
相
尋
候
所
、
中
井
七
兵
衛
と
申

　
　

す
豪
冨
の
由
。
尚
又
、
瀬
高
町
に
て
同
断
相
尋
候

　
　

所
、
石
本
平
兵
衛
と
申
者
の
由
。
此
者
は
根
元
肥

　
　

後
国
天
草
の
者
の
由
、
近
年
当
所
に
致
普
請
候
。

　
　

柳
河
船
津
所
出
口
番
所
有
。
二
三
丁
行
。

　
　

三
軒
茶
屋　

五
六
軒
有

　
　
　

暫
行
川
中
に
」（
24
裏
）

　
　
　
　

従
是
北　

柳
河
領
之
木

　
　
　

道
傍
に

　
　
　
　

従
是
南　

久
留
米
領
之
木

　

久
留
米
領

　
　

一
つ
家　
　

店
五
六
軒

　
　

畑
甫　
　
　

同
断

 　
　

店
の
中
央
に

 　
　

右
に
、
柳
河
よ
り
一
里
之
棒
木

 　
　

左
に
、
従
是
西
久
留
米
領
之
石
建

　
　

津
村　
　

店
五
六
軒

　
　

堤

　
　

榎
津　
　

店
数
々

　
　
　

此
所
行
当
り
、
久
留
米
高
札
之
下
に
、

 　
　
　
　

右
に
、
久
留
米
よ
り
五
里
十
九
丁
石
建

 　
　
　
　

左
に
、
久
留
米
領
・
柳
河
領　

堺
石

　
　

小
保　
　

柳
川
よ
り
弐
里
」（
25
表
）

　
　
　

摂
津
よ
り
家
居
引
続
有
之
。
此
辺
は
柳
河
・
久

　
　
　

留
米
、
両
領
入
交
也
。
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此
所
よ
り
船
橋
迄
は
十
丁
有
之
。
馬
は
柳
河
よ

　
　
　

り
船
場
へ
通
し
候
得
共
、
人
足
は
小
保
に
て
継

　
　
　

候
事
。

　
　
　

右
に
久
留
米
領
。
若
津
と
申
所
見
ゆ
る
。
此
辺

　
　
　

は
、
筑
後
の
津
に
て
繁
華
の
場
所
と
見
ゆ
。

　
　

新
地

　
　

船
場　
　

柳
河
之
番
所
有
。

　
　
　

此
所
、
渡
賃
壱
人
前
、
廿
四
文
。

　
　
　

馬
荷
、
両
懸
駕
等
、
別
段
渡
賃
出
る
。
川
向
、

　
　
　

肥
前
、
佐
賀
、
領
番
所
有
。

　
　
　

人
馬
は
先
令
差
出
、
有
之
候
得
は
、
寺
井
よ
り

　
　
　

船
場
へ
人
馬
差
出
相
待
也
。

　
　

此
渡
は
、
肥
前
筑
後
の
堺
、
此
川
は
豊
後
日
田
よ

　
　

り
流
れ
出
た
る
筑
後
川
の
末
也
。
筑
後
川
は
一
夜

　
　

川
と
も
い
ふ
。
名
所
方
角
抄
に
見
へ
た
り
。
此
渡

　
　

よ
り
肥
前
温
泉
嶽
、
申
の
方
。」（
25
裏
）

　
　

寺
井　
　

小
保
よ
り
壱
里

　
　
　

宿
内
七
八
丁
も
可
有
之
。
渡
場
よ
り
宿
口
迄
、

　
　
　

二
三
丁
位
。

 　
　

水
町

 　
　

光ミ
ツ
ノ
ウ
ヘ上　

み
つ
の
へ
と
云
。

 　
　

益
田

 　
　

江
賀
江
町

　

佐
嘉
城
下　

寺
井
よ
り
弐
里

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
26
表
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
26
裏
）

　

瀬
高
宿
中
よ
り
右
手
に
取
、
小
杉
の
土
手
道
伝
ひ
に
府
中
道

　

に
入
。

　
　

尤
筑
後
国
高
良
山
・
水
天
宮
参
詣
の
望
あ
る
か
ゆ
へ
に
、

　
　

柳
河
通
り
の
先
触
を
差
出
置
と
い
へ
と
も
、
此
所
よ
り
別

　
　

れ
道
に
入
。

　
　
　
　
　
　

　
　

本
郷
村

　
　
　
〈
従
是
南　

柳
河
領
／
従
是
北　

久
留
米
領
〉
堺
石
建

　
　

小ヲ

嶋
村　

　
　

上ウ
へ

町
村

　

羽ハ
イ
ン
ノ
ツ
カ

犬
塚　
　
　

瀬
高
よ
り
弐
里

　
　
　
　
　

此
所
よ
り
〈
府
中
へ
三
里
／
久
留
米
へ
三
里
〉

　
　

此
宿
、
一
昨
年
と
当
春
と
両
度
引
続
て
の
火
災
有
之
由
。

　
　

此
所
へ
午
刻
着
。
人
馬
は
久
留
米
城
下
へ
継
立
、
両
士　
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は
直
に
米
府
へ
通
行
し
、」（
27
表
）
我
輩
三
人
は
、
高
良
山

　
　

へ
参
詣
す
。

　
　
　
　
　

　
　

一
条
村

　
　
　

此
所
、
左
右
池
数
々
あ
り
。　
　

　
　

あ
い
ご　
〈
羽
犬
塚
よ
り
一
里
三
丁
／
府
中
へ
一
里
七
丁
〉

　
　
　

此
所
に
、〈
右 

府
中
道
／
左 

久
留
米
道
〉
追
分
石
建

　
　

桜
尾　
　

府
中
へ
一
里

　
　

二
軒
茶
屋

　
　

大
根
川
橋

　

府
中
宿　
　
〈
羽
犬
塚
よ
り
三
里
／
久
留
米
へ
壱
里
〉

　
　

此
宿
内
、
右
手
高
良
山
也
。
高
良
本
社
の
右
手
に
愛
宕
権

　
　

現
あ
り
。

　

愛
宕
権
現　
〈
石
壇
弐
百
壇
も
有
べ
し
。
余
程
高
し
。〉

　
　

当
社
の
裏
道
よ
り
次
第
登
り
、
高
良
の
本
社
に
出
る
。」　

　
　
（
27
裏
）

　

高
良
山
玉
垂
宮  〈
府
中
よ
り
／
登
り
十
八
丁
〉

　
　

祭
神　

武
内
宿
祢

　
　
　
　
　

　

一
の
石
華
表

　
　
　

唐
銅
古
風
立
額　

玉
垂
宮

　
　

御
池
あ
り
て
、
中
に
石
橋
架
る
。

　
　
　

右
手
に
登
り
坂
左
右
、
神
主
社
僧
の
坊
舎
余
多
有
。

　
　
　

左
手
に
高
良
山
御
井
寺
・
蓮
台
院　

権
大
僧
正
。

　
　
　

寺
よ
り
上
に
東
照
大
権
現
安
置
。

　
　
　

御
朱
印
と
有
馬
侯
よ
り
の
社
領
と
合
し
て
千
石
。

　
　
　

御
井
寺
は
、
筑
後
国
御
井
郡
久
留
米
ゆ
へ
、
此
名
あ
り

　
　
　

と
思
ふ
。

　
　

神
門　

拝
殿
、
檜
皮
葺
、
画
天
井

　
　

本
社　

南
向
、
檜
皮
葺
、
御
紋
三
ッ
巴
、
滅
金
。
至
て
奇

　
　

麗
な
る
宮
殿
也
。」（
28
表
）

　
　

絵
馬
堂 

　
　

本
社
の
横
よ
り
渡
口
の
山
手
、
躑
躅
夥
敷
植
た
れ
は
、
花

　
　

盛
の
時
、
思
ひ
や
ら
る
。

　
　

当
社
頭
よ
り
遠
見
す
れ
は
、向
に
肥
前
国
雲
仙
嶽
見
へ
て
、

　
　

天
草
の
嶋
々
、
肥
後
・
筑
後
の
海
面
近
く
は
筑
後
川
と
い

　
　

ふ
大
河
流
れ
て
、
其
傍
に
久
留
米
の
御
城
見
へ
、
又
、
南

　
　

の
海
辺
に
は
柳
川
の
大
河
見
へ
て
、
柳
河
の
御
城
、
筑
後

　
　

国
一
円
、
一
と
目
に
て
、
折
し
も
菜
種
の
花
盛
な
れ
は
、

　
　

眺
望
殊
の
外
宜
し
。

　
　
　
　
　

　
　

一
の
鳥
居
よ
り
下
り
て
、
宿
内
往
来
を
横
切
に
久
留
米
海



73德岡　涼：紹介・臼杵市文化財管理センター蔵『長崎道中日記』（二）（42）

　
　

道
あ
り
。

　
　
　

直
に
西
に
行
は
、
佐
賀
往
来
に
出
べ
し
。

　
　
　
　
　

　

久
留
米
城
下　
　

府
中
よ
り
一
里

　
　

筑
後
国
御
井
郡
久
留
米
城
主
、
有
馬
中
務
大
輔
侯
、
御
城

　
　

下
、
御
高
二
十
一
万
石
。

　
　

大
広
間　
　

江
戸
よ
り
二
百
九
十
二
里
余
」（
28
裏
）

　
　

入
口
、
登
城
下
の
見
付
に
五
穀
神
社
見
へ
候

　
　

五
穀
神
社　
〈
久
留
米
城
下
、高
良
山
よ
り
の
／
入
口
也
。〉

　
　

華
表
は
南
向　

石
鳥
居

　
　
　

池
あ
り
て
中
に
石
橋
架
る
。

　
　

本
社
拝
殿　

東
向

　
　
　

惣
赤
塗

　
　
　

社
僧
は
、
神ジ

ン
ダ
サ
ン

田
山　

円
通
寺　

真
言
宗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

十
丁
目
御
門
と
も
い

ふ
。

　
　

五
穀
神
社
を
出
る
と
、
直
に
久
留
米
東
御
門
に
入
。
本
町

　
　

通
り
に
し
て
十
丁
目
よ
り
一
丁
目
に
出
、札
の
辻
あ
り
て
、

　
　

廻
る
と
御
城
の
堀
際
を
通
り
、
高
札
場
あ
り
。
町
家
至
て

　
　

繁
昌
せ
り
。
高
札
場
見
通
し
出
れ
は
、
両
士
へ
も
出
会
共

　
　

々
。

（

　
　
　

三
本
松
町　

松
屋
清
助
宅
泊

　
　

人
馬
会
所
は
、
右
近
川
二
丁
目
に
あ
り
。　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
29
表
）

一
、
久
留
米
は
、
地
城
に
し
て
天
守
な
し
。
櫓
台
斗
り
。

一
、
城
下
火
之
見
櫓
あ
り
。
又
一
丁
目
毎
に
、
火
之
見
あ
り
と

　

い
ふ
。

一
、
久
留
米
城
下
の
客
館
は
広
く
し
て
、
家
造
、
大
造
に
し
て

　

立
派
也
。
九
州
第
一
の
客
館
と
聞
。

一
、
久
留
米
領
分
、
一
向
宗
東
派
斗
り
。
西
派
は
一
ヶ
寺
も
無

　

之
由
。
有
馬
侯
御
先
祖
江
府
殿
中
に
て
、
御
間
違
ひ
の
由
。

　

西
本
願
寺
上
人
被
申
候
よ
り
子
細
有
之
、
西
派
末
寺
を
不
残

　

東
派
に
改
替
さ
せ
し
由
承
る
。

一
、
御
菩
提
所
は
丸
之
内　

禅
宗　

梅
林
寺
。

一
、
浄
土
宗
鎮
西
派　

善
導
寺
は
、
府
中
よ
り
一
里
半
。

一
、
久
留
米
よ
り
、
柳
河
へ
五
里
、
佐
賀
へ
七
里
。
太
宰
府
へ

　

七
里
。
吉
井
へ
七
里
。
海
辺
船
着
へ
も
、
六
七
里
あ
り
と
い

　

ふ
。

一
、
筑
後
普
化
宗　

出
張
所
林
樓
軒
は
、
吉
井
と
申
所
に
て
、

　

久
留
米
よ
り
七
里
、
日
田
の
方
也
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
29
裏
）

一
、
廿
九
日　
〈
晴
に
成
。
雪
風
に
て
つ
め
た
し
。
／
夕
方
西
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風
強
く
、
寒
気
増
。〉

　
　

卯
刻
過
、久
留
米
出
立
。
少
し
行
と
直
に
瀬
の
下
に
出
る
。

　
　
　
　
　

　

水
天
宮　

尼
御
前
と
も
い
ふ
。

　
　

瀬
の
下
に
鎮
座
。
筑
後
川
の
流
に
添
て
、
宮
居
い
と
清
浄

　
　

な
る
社
地
也
。

　
　

大
鳥
居
石　

銅
カ
ラ
カ
ネ

額　

水
天
宮

　
　

鳥
居
都
合
四
ッ

　
　

拝
殿
瓦
葺

　

本
社　

未
申
向

　
　
　

檜
皮
葺　

椿
の
花
の
御
紋

　
　

当
社
、
其
む
か
し
、
源
平
合
戦
の
時
、
平
家
は
此
西
国
に

　
　

落
候
比
、
二
位
の
尼
御
前
、
下
の
関
の
海
に
身
を
投
沈
し

　
　

が
、
其
尼
の
懐
剣
、
終
に
、
此
筑
後
川
の
末
に
流
れ
着
た

　
　

る
を
取
上
て
、
当
社
の
神
体
と
崇
祭
し
ゆ
へ
、
尼
御
前
の

　
　

名
あ
り
と
い
ふ
。
毎
年
正
月
元
日
大
宮
司
瀬
の
下
川
の
半

　
　

 

に
行
、
水
に
て
神
体
の
宝
剣
を
」（
30
表
）
す
ゝ
き
清
め
、

其
水
に
て
御
守
の
梵
字
を
紙
に
摺
て
、
御
守
護
と
な
し
け

る
よ
し
。
其
時
、
千
枚
宛
を
一
度
に
押
に
悉
下
迄
通
る
事

と
ぞ
。

　
　

右
手
に
川
を
向
て

　
　
　
　

大
宮
司　
　

牧
和
泉
守

　
　

家
居
も
立
派
に
し
て
、
書
院
幷
物
見
等
あ
り
て
、
筑
後
川

　
　

眺
望
よ
し
。

　
　

御
祭
礼
は
、
例
年
四
月
朔
日
よ
り
賑
は
ひ
て
、
五
日
御
祭

　
　

日
御
守
は
一
枚
十
二
附
。

　
　
　

両
郭
と
思
ひ
し
に
唯
一
の
宮
居
也
。

　

筑
後
川

　
　

一
名
千
歳ト

セ

川
と
い
ふ
。
筑
後
第
一
の
大
河
な
れ
は
、
筑
後

　
　

川
と
も
い
ふ
。
水
天
宮
の
宮
居
の
辺
を
瀬
の
下
と
い
ふ
ゆ

　
　

へ
、
瀬
の
下
川
と
も
い
ふ
。
水
上
は
遠
く
肥
後
国
阿
蘇
・

　
　

豊
後
国
日
田
よ
り
流
れ
候
ゆ
へ
、
当
所
よ
り
日
田
迄
も
川

　
　

船
登
り
け
る
由
。

　
　

此
川
下
、
久
留
米
よ
り
二
里
下
か
に
か
べ
と
申
所
、
三
十

　
　

年
前
、
家
中
川
中
堺
に
て
、
雁
を
打
し
事
よ
り
起
り
、
佐

　
　

嘉
侯
、
久
留
米
侯
、
堺
論
起
り
、
数
十
年
確
執
と
な
り
た

　
　

り
し
が
、」（
30
裏
）

　
　

京
都
よ
り
、
宮
様
家
御
下
向
、
御
取
噯
に
て
、
事
穏
に
済

　
　

け
る
由
承
。

　
　
　

川
中
国
境　
　
　

　
　
　
　
　

領
分
境

　
　
　
　

東
南　

筑
後
国　

久
留
米
領
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西
北　

肥
前
国　

佐
嘉
領

　
　

此
川
よ
り
遠
見
、
北
に
宰
府
の
宝
満
山
、
昨
夜
、
雪
に
真

　
　

白
に
見
へ
、
山
つ
ゝ
き
に
ひ
や
水
峠
と
て
、
九
州
大
名
の

　
　

越
し
け
る
峯
よ
り
、
田タ

シ
ロ代
山
、
波
涛
の
こ
と
く
見
ゆ
。

　
　
　

瀬
の
下
よ
り
肥
前
豆
津
、
真
向
に
船
わ
た
し
な
り
。

　

       

　

豆
津　

久
留
米
よ
り
一
里
半
。
久
留
米
城
下
よ
り
至
て
近
く

　
　

半
道
也
。
川
一
里
に
立
と
い
ふ
渡
り
上
り
に
、
大
木
戸
、

　
　

佐
嘉
侯
の
番
所
あ
り
。
此
所
に
て
人
馬
継
。

　
　
　
　
　

　
　

ち
り
く
村

　
　
　

ち
り
く
八
幡
宮
、
当
国
一
ノ
宮
、
大
社
也
。

　
　
　

道
よ
り
右
手
に
、
小
高
く
宮
居
あ
り
。

　
　

松
本

　
　

白
壁

　
　

西
尾　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
31
表
）

　
　

中
筑
摩

　
　

下
毛

　
　

坊
所

　
　

中
津
江

　
　

こ
け
の

　
　
　

 

是
よ
り
筑
前
よ
り
肥
前
佐
嘉
へ
の
本
街
道
、
田
代
通　

り
の
往
来
に
出
る
。

　
　

よ
し
だ

　
　

田タ

デ手
村

　
　
　

右
に
太
神
宮
勧
請
、
佐
嘉
侯
御
紋
付
。

　
　

地
蔵
町

　

神カ
ン
ザ
キ崎  　

豆
津
よ
り
三
里

　
　

昔
は
此
所
に
城
有
し
也
。
家
員
多
し
。

　
　
　
　
　

　
　

櫛
田
宮

　
　
　

角
を
打
廻
し
て
、
大
鳥
居
建
。

　
　
　
　

額　

櫛
山　

櫛
田
宮

　
　
　

祭
神
稲
田
姫
命　

宮
居
広
く
至
て
大
社
也
。
先
年
は
、

　
　
　

社
領
も
千
石
有
之
。
当
時
、
三
十
五
石
の
社
領
の
由
。」

　
　
　
（
31
裏
）

　
　

新
シ
ン
シ
ユ
ク宿

　

原ハ
ル

の
町
宿　
　

神
崎
よ
り
一
里
半

　
　

本
名
堺
原
と
い
ふ
。

　
　

高
尾
の
宿

　
　
　

　
　

是
よ
り
左
手
に
、
佐
賀
御
分
家
蓮
の
池
、
御
陣
屋
、
海
辺

（44）
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に
あ
り
と
い
ふ
。

　
　

蓮
ハ
ス
ノ
イ
ケ池
城
下　
　

佐
嘉
よ
り
壱
里
半

　
　
　

肥
前
国
佐
嘉
郡
蓮
の
池
領
主
鍋
島
甲
斐
守
侯
御
陣
屋
あ

　
　
　

り
。
御
高
七
万
三
千
六
百
石
余
、（
＊
傍
線
箇
所
貼
り
紙
に

　
　
　
　
よ
り
「
五
万
二
千
」
と
す
）

　
　
　

柳
間　

江
戸
よ
り
三
百
十
三
里

　
　
　

　
　
　

又
、
右
手
に
佐
嘉
御
分
家
小ヲ

ギ城
の
御
陣
屋
、
山
手
に
あ

　
　
　

り
と
い
ふ
。

　
　

小ヲ
ギ
ノ城
城
下　
　

佐
嘉
よ
り
三
里

　
　
　

肥
前
国
小
城
郡
小
城
領
主
、
鍋
島
加
賀
守
侯
御
陣
屋
あ

　
　
　

り
。
御
高
七
万
三
千
二
百
五
十
石
余
。

　
　
　

柳
間　
　

江
戸
よ
り
三
百
十
三
里　

」（
32
表
）　　

　
　
　

佐
嘉
城
下
手
前
に
て
、
筑
前
太
守
松
平
美
濃
守
侯
御
嫡

　
　
　

子
松
平
下
野
守
慶
賛
侯
、
長
崎
よ
り
福
岡
城
へ
御
帰
り

　
　
　

の
行
列
拝
見
、
比
し
も
未
の
半
刻
に
て
巳
前
刻
よ
り
、

　
　
　

御
先
供
追
て
続
く
。

　
　
　

大
殿　

美
濃
守
様
〈
御
年
四
十
四
五
／
薩
州
侯
よ
り
御

　
　
　
　
　

養
子
に
御
入
〉

　
　
　

若
殿　

下
野
守
様
〈
御
年
十
七 

／
伊
勢
津
藤
堂
侯
よ

　
　
　
　
　

り
御
養
子
御
入
〉

　
　
　

大
殿
、
御
病
身
に
付
、
此
節
長
崎
御
台
場
を
若
殿
へ
御

　
　
　

引
渡
之
由
に
て
、
御
父
子
二
月
下
旬
、
長
崎
へ
御
出
。

　
　
　

塚
崎
迄
御
一
所
。
塚
崎
よ
り
、大
殿
は
唐
津
手
前
通
り
、

　
　
　

福
岡
へ
御
帰
り
、
若
殿
は
佐
賀
田
代
通
り
、
福
岡
へ
御

　
　
　

同
日
に
御
帰
り
の
由
。
今
朝
、
塚
崎
御
立
、
牛
津
御
着
。

　
　
　

神
崎
御
泊
之
筈
。

　
　
　
　

御
家
老　

七
千
石　

野
村
隼
人　

　
　
　

年
齢
六
十
斗
の
人
、
此
野
村
氏
は
、
後
藤
又
兵
衛
尉
基

　
　
　

次
の
末
孫
に
し
て
、
福
岡
の
名
家
也
。
家
の
紋　

割
は

　
　
　

さ
み

　
　
　

持
鎗　

白
摘
毛
あ
い

に
黒
見
へ
る
。
二
本
道
具
」

　
　
　
（
32
裏
〉

　
　
　
　

御
用
人
三
千
石　

浦
上
帯
刀

　
　
　

 

其
外
大
宮
主ツ
カ
サ

　

吉
冨
孝
大
夫　

此
何
某
抔
惣
人
数
七
百

人
。
又
、
大
殿
御
供
も
七
百
人
余
と
い
ふ
。

　
　
　

凡
、
家
中
身
の
廻
り
、
駕
道
具
に
至
る
迄
殊
の
外
、
立

　
　
　

派
の
い
で
た
ち
也
。

　
　
　
　

御
父
子
千
五
百
人
御
供
也
。
唐
津
通
よ
り
、
佐
嘉
通

　
　
　
　

り
は
、
三
里
遠
き
由
。
三
月
朔
日
、
同
日
に
御
帰
城

　
　
　
　

也
。

　
　
　
　
　

（45）
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佐
嘉
城
下　
　

原
の
町
よ
り
一
里
半

　
　

肥
前
国
佐
嘉
郡
佐
嘉
城
主
松
平
肥
前
守
侯
、
御
城
下
に
し

　
　

て
、
御
高
三
十
五
万
七
千
石
余
。

　
　

大
広
間　

江
戸
よ
り
弐
百
九
十
里
。

　
　
　
　
　

　
　

入
口
番
所
あ
り
。
町
一
筋
町
に
て
、長
壱
里
半
も
可
有
之
。

　
　

町
家
家
居
宜
。
侍
小
路
は
、
旅
人
入
込
候
義
不
相
成
。
御

　
　

城
は
地
城
に
付
、
一
向
不
相
見
。

　
　

人
馬
継
所
、
二
ケ
所
に
有
之
。
長
崎
へ
行
懸
は
、
元
町
と

　
　

申
所
へ
継
。 

」（
33
表
）

一
、
佐
嘉
御
城
は
、
昔
の
龍
造
寺
隆
信
の
居
城
に
し
て
、
龍
造

　

寺
廃
し
て
、
家
臣
鍋
嶋
村
よ
り
出
た
る
鍋
嶋
平
右
衛
門
尉
居

　

城
し
て
、
佐
嘉
城
と
相
改
。
居
城
は
近
年
迄
、
隆
信
霊
顕
て

　

怪
異
あ
る
か
ゆ
へ
に
、
佐
嘉
城
下
よ
り
弐
里
、
黒
土
原
と
申

　

所
に
龍
造
寺
隆
信
を
祭
り
て
、
敷
山
の
社
大
神
宮
と
号
す
。

一
、
佐
嘉
侯
、
御
紋
は
魚
容
也
。
又
、
御
番
所

の
幕
の
紋

　

は
丸
に
剱
、
酸カ

タ
バ
ミ草
也
。

一
、
鍋
島
村
は
城
下
よ
り
弐
里
。

一
、
御
菩
提
所
は
、
禅
宗　

高
伝
寺
。

一
、佐
嘉
城
下
よ
り
一
里
行
と
本
庄
川
と
て
海
辺
に
出
る
ゆ
へ
、

　

佐
賀
は
魚
類
沢
山
也
。

一
、
佐
嘉
天
守
は
、
百
年
前
焼
失
し
て
、
只
今
は
、
櫓
台
斗
と

　

い
ふ
。

一
、
龍
造
寺
隆
信
の
末
葉
、
村
田
若
狭
と
て
、
御
客
分
と
し
て

　

八
千
石
知
行
、
被
宛
行
候
て
、
古
主
の
家
を
御
立
被
成
候
由
。

一
、
当
太
守
松
平
肥
前
守
斉
正
侯
、
当
年
四
十
一
才
、
格
別
武

　

道
御
引
立
の
由
。」（
33
裏
）

一 

、
当
城
下　

精
シ
ラ
ゲ

町
は
、
儒
者
古
賀
弥
助
、
精
里
先
生
の
出
た

る
所
也
。
精
町
産
の
人
ゆ
へ
、
精
里
の
号
あ
り
。
其
子
古
賀

東
馬
、
其
孫
古
賀
大
一
と
い
ふ
。

一
、
佐
賀
よ
り
海
手
、
本
庄
と
申
船
着
に
は
、
道
法
僅
七
合
位

　

あ
り
。
此
所
よ
り
諫
早
へ
夜
中
、
押
船
に
て
海
上
七
里
也
。

　

諫
早
は
一
万
石
の
城
下
也
。

一
、
鍋
島
の
御
三
家
と
い
ふ
は
、
佐
賀
よ
り
道
法

　
七
万
石 

小ヲ

ギ城
、 五
万
石 

蓮ハ
ス
ノ
イ
ケ
池
、 二
万
石 

鹿カ
シ
マ島　

　
　
　

　
　
　
三
里         

一
里
半    　
　
　

   

九
里

一
、
去
嘉
永
六
丑
冬
、
大
公
義
よ
り
、
佐
賀
侯
は
長
崎
御
台
場

　

御
引
受
ゆ
へ
、
常
に
石
火
矢
の
鑄
物
師
多
く
、
御
抱
之
事
に

　

付
、（
＊
欠
字
）
公
義
よ
り
佐
賀
侯
へ
、
此
節
御
頼
に
て
、
石

　

火
矢
弐
百
挺
鑄
立
被
仰
付
、
金
物
は
、
大
坂
よ
り
御
下
し
の

　

由
、
十
五
貫
目
よ
り
五
貫
目
迄
、
筒
の
重
さ
弐
万
斤
、
穴
さ

　

し
わ
た
し
壱
尺
三
寸
斗
り
、
三
ヶ
年
に
鑄
立
。
江
戸
登
せ
、

（

（

（
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被
仰
付
、
又
、
佐
嘉
侯
よ
り
も
、
百
挺
石
火
矢
鑄
立
、
都
合
、

　

三
ヶ
年
に
三
百
挺
の
鑄
立
に
相
成
。
城
下
口
に
て
場
所
を
構

　

へ
、
是
を
鑄
る
。」（
34
表
）
皆
鉄
に
て
鑄
。
穴
は
水
車
に
て

　

ぼ
く
。
凡
、
廿
五
人
持
に
て
、
船
場
へ
出
す
。
尤
、
筒
の
大

　

小
に
よ
つ
て
、
人
夫
は
相
違
有
之
由
。

一
、
佐
嘉
城
下
、
月
に
三
度
七
の
日
毎
に
、
石
火
矢
稽
古
打
有

　

之
由
。
兼
て
前
日
城
下
中
へ
触
流
し
あ
り
て
、
明
日
、
石
火

　

矢
打
に
付
、
用
心
し
て
、
ひ
つ
く
り
す
る
な
、
棚
の
も
の
お

　

ろ
し
置
と
て
、
相
令
置
候
よ
し
、
実
に
仰
山
な
る
闇
に
て
、

　

有
之
由
。
所
の
人
の
物
語
り
な
り
。

一
、
佐
嘉
領　

御
高
札
認
方

 

御
高
札
之
趣

 

領
内
之
輩
堅
可

 

相
守
之
者
也

 　
　

肥
前
（
花
押
）

一
、
佐
賀
矦
よ
り
は
、
国
札
を
不
出
。
米
切
手
と
申
も
の
を
、

　

下
方
有
徳
の
者
よ
り
、
差
出
候
て
是
を　

国
中
の
通
用
と　

　

す
。」（
34
裏
）

　

或　
　

早
津
井
（
マ
ゝ
） 

井
手
善
兵
衛

　
　
　

丑
十
一
月
よ
り
寅
十
月
廿
九
日
限
り

　

 

な
ど
認
て
、
領
内
最
寄

の
富
家
の
用
達
振
切
手
を
以
て

国
中
通
用
に
て
、決
し
て
上
よ
り
の
願
切
手
と
申
は
無
之
事
。

又
、
佐
賀
領
に
限
り
て
、
他
札
通
用
を
禁
ず
。
別
し
て
久
留

米
の
切
手
な
ど
は
、
鳥
渡
も
不
受
取
。
さ
れ
と
も
佐
賀
の
米

切
手
を
は
隣
国
も
内
証
通
用
し
、
久
留
米
も
受
取
。
其
上
、

長
崎
迄
も
内
証
通
用
出
来
候
由
也
。

一
、
佐
嘉
城
下
は
、
町
屋
軒
別
店
先
に
、
西
の
宮
と
申
て
、
恵

　

美
寿
の
小
き
石
像
を
建
。
不
審
に
存
、
尋
し
所
、
商
神
の
由

　

に
て
、
家
毎
に
安
置
せ
り
。
高
三
尺
斗
り
、
多
く
戎
の
鯛
を

　

抱
石
像
、
間
に
は
、
大
黒
の
石
像
、
又
西
宮
社
と
彫
た
る
も

　

あ
り
。
一
ヶ
所
石
敢
当
と
彫
た
る
あ
り
、
珍
し
。
此
石
像
、

　

佐
嘉
城
下
斗
り
に
て
他
国
に
無
之
事
也
。

一
、
佐
嘉
城
下
火
之
見
櫓
、
三
ヶ
所
あ
り
。

一
、
肥
前
焼
物
、
十
七
八
ヶ
所
あ
り
。
有
田
焼
を
第
一
と
す
。

　

伊
万
里
・
唐
津
等
也
。」（
35
表
）

　

日ニ
ツ
ホ
ウ峰
大
明
神　
　

宿
内
左
手
に
あ
り
。

　
　

佐
嘉
侯
御
先
祖
、鍋
島
加
賀
守
直
茂
侯
の
神
号
に
て
祭
る
。

　
　

祭
日
〈
六
月
三
日
／
三
月
十
三
日
〉

　
　

石
大
鳥
居

　
　

木
屋
根
付
鳥
居
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池　

石
橋　

社
前
殊
之
外
広
し
。

　
　

本
社　

東
向　

銅
葺

　
　
　

額　

昭
明
殿

　
　

絵
馬　

高
砂
尉
と
姥
松
、
千
羽
鶴
。
至
て
見
事

　
　
　
　
　
　
　

肥
前
侍
従
藤
原
斉
直

　
　

御
紋
付　

御
領
内　

有
田
焼
焼
物
灯
籠
一
基

　
　
　

焼
物
の
と
ふ
ろ
ふ
は
珍
し
。

　
　
　

高
さ
六
尺
斗
り
。

　
　

御
社
前
両
側
石
灯
籠　

八
対

　
　
　

鍋
嶋
御
三
家
よ
り
奉
納
、
姓
名
あ
り
。

　
　

唐
銅
大
鳥
居　

奉
献
神
門
一
基

　
　
　
　
　
　
　
　
　

博
多
住
人
鋳
之
。」（
35
裏
）

　
　

白シ
ラ
ヤ
マ山
八
幡
宮　

宿
内
左
手
に
あ
り
。　

　
　
　

大
社
に
し
て
先
領
主
龍
造
寺
家
の
建
立
也
。
龍
造
寺
八

　
　
　

幡
と
い
ふ
。

　
　

太
神
宮　

同
断

　
　
　
　
　

一
、
佐
嘉
よ
り
久
留
米
に
行
に
は
、
神
崎
迄
三
里
。
同
所
よ
り

　

久
留
米
へ
四
里
。
〆
七
里
之
道
法
也
。
筑
前
博
多
へ
行
に
は
、

　

原
の
町
へ
壱
里
半
、
同
所
よ
り
神
崎
へ
壱
里
半
、
神
崎
よ
り

　

中
原
へ
弐
里
。
中
原
よ
り
轟
へ
弐
里
。
轟
よ
り
田タ

ジ
ロ代
へ
壱
里

　

半
。
田
代
よ
り
原
田
へ
弐
里
。
原
田
よ
り
二
日
市
へ
弐
里
。

　

二
日
市
よ
り
博
多
へ
五
里
。
〆
拾
七
里
也
。

　
　
　
　
　

佐
賀
城
下
を
出
て

　
　

後

か
せ
川　

板
橋
〈
長
四
十
五
間
／
巾
三
間
〉
手
摺
付

　
　

前

か
せ
の
町

　
　
　

此
所
俊
寛
僧
都
の
古
跡
法
勝
寺
と
」（
36
表
）
い
ふ
寺

　
　
　

あ
り
。

　
　

徳
間
町

　
　
　

左
側
に
佐
賀
領
分
第
一
の
富
家
あ
り
。

　
　
　
　

鶴
丸　

酒
井
清
在
衛
門　

丸
に
蔦
紋

　
　
　
　

酒
・
質
・
田
畑
多
く
所
持
の
由
。

　
　

香
椎
宮　

出
迦
れ
左
側
に
あ
り
。

　

久
保
田
宿

　
　

此
間　

佐
嘉
郡　

小
城
郡　

堺
石
立

　

牛
津
小
城
領　

佐
嘉
よ
り
弐
里
九
丁

　
　

暮
過
に
着

　
　
　

本
町
左
側　

伊
勢
屋
忠
右
衛
門
宅
泊

　
　

宿
内
右
側
人
馬
継
所
あ
り
。

　
　
　
　
　

一
、
晦
日　

曇　

無
波
日
和

（48）
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卯
刻
過
平
津
出
立

　
　
　

牛
津
新
町    

橋

　
　
　

戸
川
の
町

　
　
　

戸
川
の
宿　

新サ
ラ
シ
ク宿
と
唱
ふ
。」（
36
裏
）

　
　
　

戸
川
の
寺
町

　
　
　

八ハ
チ
マ
ン幡
町

　
　
　

菰
原
宿　

か
も
は
ら
と
も
い
ふ

　
　
　
　

此
所
に
小
城
郡
杵キ

シ
マ島
郡
堺
石

　
　
　
　

暫
行
は
、
右
に
長
弐
丁
余
之
大
堤
あ
り
。

　
　
　

と
い
や

　
　
　
　
〈
従
是
東　

佐
嘉
郡
／
従
是
西　

杵
島
郡
〉
堺
石
建

　
　
　

佐サ

ル

シ
留
志

　
　
　

山
の
口

　
　
　

麻
鍋
の
宿　

農
家
斗
五
六
軒

　
　
　
　
　

　

小
田　

佐
嘉
領　

牛
津
よ
り
弐
里
三
丁

　
　
　

　
　
　

寺
口　
　

　
　
　

大
町

　
　
　
　

村
中
右
に
は
八
幡
宮
社
。
此
所
よ
り
塚
崎
迄
追
々
茶

　
　
　
　

や
有
之
。

　
　

福フ
ク
モ母
村

　
　
　

村
入
口
八
幡
社
石
壇
高
し
。」（
37
表
）

　
　

焼
米

　
　
　

入
口
土
橋
あ
り
。
右
に
大
堤
数
々
あ
り
。
龍
王
社
あ
り
。

　
　
　

又
、
二
重
堤
と
て
、
大
造
の
大
堤
あ
り
。
凡
て
此
辺
大

　
　
　

堤
多
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
竹
尾
新
道
也
。

　
　
　
　
　
　

追
分　
　
　
　
　
　
　
　

道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
塩
田
昔
道
也
。

　
　
　

右
竹
尾
と
い
ふ
は
、塚
崎
の
事
也
。
本
名
塚
崎
に
候
共
、

　
　
　

当
国
に
て
本
名
を
唱
候
も
の
少
し
。何
も
竹
尾
と
唱
ふ
。

　
　
　

右
塩
田
道
の
方
至
て
宜
敷
、
長
崎
へ
行
く
に
は
、
右
塩

　
　
　

田
道
よ
り
成
瀬
・
嬉
野
と
参
り
候
へ
は
、
壱
里
近
く
、

　
　
　

其
上
道
も
宜
し
。

　
　
　
　

成
瀬
〈
小
田
よ
り
／
弐
里
十
丁
〉
塩
田
〈
成
瀬
よ
り

　
　
　
　

／
弐
里
〉
嬉
野
〈
塩
田
よ
り
／
弐
里
〉
〆
六
里
拾
丁

　
　
　
　

程
也
。

　
　
　
　

塚
崎
通
り
は
、
七
里
余
有
之
。

　
　
　

右
塩
田
道
は
、
塩
田
よ
り
鹿
島
・
諫
早
へ
の
往
還
の
由
。

　

此
分
先
書
の
写
、
此
筋
通
行
せ
ず
。
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是
よ
り
北
方
塚
崎
通
り
は
、
新
関
道
也
。

　

志
久
村
」（
37
裏
）

　
　

宮
有　

近
所
茶
や
三
四
軒

　
　

至
て
奇
麗
也
。

　

北
方
の
宿　

小
田
よ
り
弐
里

　
　

宿
内
五
丁
位
、
此
宿
、
止
宿
等
は
、
恰
好
不
宜
。

　

高
橋　

北
方
よ
り
十
丁

　
　

此
所
庄
屋
数
々
繁
花
也
。

　

甘
久
村　

店
弐
カ
所
一
二
軒
宛

　
　

追
分　
〈
右
佐
嘉
／
左
唐
津
〉　

道

　

安
す
波

　

塚
崎　

北
方
よ
り
壱
里
十
三
丁

　
　

焼
米
の
追
分
よ
り
左
に
入
。
昔
道
也
。

　
　
　
　
　
　

新
橋　

土
橋
也

　
　
　

此
橋
の
本
に
船
着
に
て
、
佐
賀
よ
り
諫
早
へ
の
間
、
内

　
　
　

海
よ
り
潮
入
。」（
38
表
）

　

成
瀬　

蓮
の
池
領
〈
小
田
よ
り
弐
里
十
三
丁
／
塩
田
へ
二
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
丁
／
嬉
野
へ
四
り
半
〉

　
　
　

成
瀬
よ
り
右
に
朝
鮮
山
と
て
も
み
立
た
る
異
形
の
山
あ

　
　
　

り
。
峰
に
虚
空
蔵
あ
り
。
其
向
の
麓
塚
崎
の
宿
な
る
由
。

　
　

亀
山
村

　
　
　

肥
前
焼
物　

瓶カ
メ

焼
所

　
　

し
だ
の
西
山　

東
山

　
　
　

皿･

茶
碗
焼
所
。
土
は
天
草
よ
り
取
寄
候
由
。

　
　

蛇ジ
ヤ
マ
ツ松

　
　

下
熊

　

塩シ
ホ
ダ田　

蓮
の
池
領　

成
瀬
よ
り
弐
里

　
　

宿
内
へ
入
と
右
、
浄
土
宗
本
能
寺
立
派
の
寺
也
。
宿
内
裏

　
　

は
入
海
に
し
て
、
肥
前
焼
物
瓶
等
積
込
、
四
五
十
石
の
船

　
　

数
々
着
。」（
38
裏
）

　

鹿
島
城
下
〈
佐
嘉
よ
り
九
里
／
塩
田
よ
り
鹿
嶋
陣
屋
浜
辺
へ

　
　
　
　
　
　

一
里
半
。〉

　
　

肥
前
藤
津
郡
鹿
島
領
主
鍋
嶋
丹
波
守
侯
御
陣
屋
あ
り
。
御

　
　

高
二
万
石

　
　

柳
間　

江
戸
よ
り
三
百
四
十
七
里

　
　
　
　

　

美
濃
川　

板
橋

　

敷
並
川　

飛
石
渡
り

　
　

追
分　
〈
右
塩
田
／
左
竹
尾
〉
道

　
　
　
　

北
方
通
り
新
道
と
成
瀬
、
塩
田
通
古
道

　
　
　
　

此
所
に
て
、
一
所
に
成
。

（50）
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嬉
野　

下
シ
モ
シ
ユ
ク宿

　

今
村

　

嬉
野
宿　

蓮
の
池
領　

塩
田
よ
り
弐
里
半

　
　

宿
内
七
八
丁　

入
口
豊
玉
姫
明
神
社
あ
り
。

一
、
嬉
野
は
茶
の
名
所
也
。
嬉
野
郷
十
二
ヶ
村
あ
り
。

　

皆
茶
に
よ
し
。
中
に
も
不
動
村
の
茶
を
第
一
と
す
。」（
39
表
）

　
　

茶
店
数
々
あ
り
。

　
　
　

朝
緑　

一
斤　

銀
弐
拾
五
匁
よ
り

　
　
　

春
花　

同　
　

同
三
匁
五
分
迄

　
　
　
　
　
　

十
二
三
通
り
あ
り
。

一
、
嬉
野
湯
と
て
、
名
高
き
温
泉
あ
り
。
宿
内
よ
り
左
の
小
路

　

を
入
、
次
第
下
り
に
川
端
谷
合
に
行
。
両
側
旅
宿
あ
り
て
入

　

湯
。
人
も
入
込
居
。
当
所
の
湯
は
、
殊
の
外
あ
つ
く
し
て
、

　

銘
々
水
を
う
め
、
程
能
加
減
に
し
て
入
浴
。
夜
中
も
不
禁
、

　

勝
手
に
入
。
三
枚
敷
位
何
通
り
も
仕
切
て
あ
り
。
し
つ
ひ
ぜ

　

ん
に
よ
ろ
し
く
、
疝
積
は
是
に
次
。
温
泉
直
に
下
の
川
に
流

　

れ
落
る
。
谷
合
霧
の
立
る
こ
と
し
。
流
水
の
音
至
て
高
し
。

　

予
も
此
宿
の
泊
に
着
と
一
度
入
浴
し
、
又
、
臥
前
に
入
。
未

　

明
出
立
前
、
都
合
三
度
入
湯
。
此
所
を
嬉
野
郷
湯
の
町
と
い

　

ふ
由
。

　
　

右
側
人　

馬
継
所
〈
高
札
の
脇
／
小
野
原
勘
吉
〉

　
　

本
陣
は
深
町
六
兵
衛
迚
、
左
側
也
。
脇
本
陣
は
糸
荷
や
喜

　
　

兵
衛
と
て
、
右
側
。
蔵
造
り
新
宅
也
。
又
、
造
酒
家
い
つ

　
　

み
や
蔵
造
り
宅
あ
り
。

　
　
〈
小
野
原
勘
彦
／
差
閊
ニ
付
〉
左
側
角
〈
大
和
や
源
兵
衛

　
　

泊
〉」（
39
裏
）

　
　

漸
、
当
宿
へ
暮
前
に
着
。
不
用
の
品
は
右
の
小
野
原
勘
彦

　
　

方
へ
預
け
置
。
長
崎
へ
は
不
持
込
。

一
、
湯
の
町
川
を
隔
、
東
南
に
湯
ノ
嶽
山
あ
り
。

　
　
　
　
　

一
、三
月
朔
日
庚
子　

快
晴
無
波

　
　

寅
半
刻
嬉
野
出
立

　
　
　

湯
の
田

　
　
　

大
河
内

　
　
　

下
不
動　

店
有

　
　
　

不
動
山　

茶
の
名
所
随
一
の
所
也
。

　
　
　

俵
坂

　
　
　
　

此
所
山
越
也
。
嬉
野
よ
り
壱
里
半
程
之
処
。
佐
嘉
侯

　
　
　
　

よ
り
被
建
置
候
番
所
有
之
。丸
に
剣
酸
草
の
幕
を
張
。

　
　
　
　

長
崎
へ
罷
越
候
段
相
改
。
夫
よ
り
廿
丁
程
行
。

　
　
　
　
　
〈
従
是
北　

佐
嘉
領
／
従
是
南　

大
村
領
〉
堺
石
建

　
　
　

坂
本
」（
40
表
）
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猪
の
瀬　

茶
や
三
軒　
　

　

大
楠　
　

猪
の
瀬
道
の
左
り
折
廻
り
に
有
。

　
　

 

昔
、
弘
法
大
師
杖
を
手
づ
か
ら
さ
し
玉
ひ
し
が
、
其
杖
よ

り
芽
出
て
、
か
ゝ
る
大
木
の
楠
と
は
な
り
け
る
由
。
廻
り

弐
拾
四
尋
、
上
に
し
ろ
の
宿
り
木
あ
り
。
近
年
中
の
う
つ

ろ
に
成
し
所
に
、
六
都
と
り
籠
り
居
て
、
火
を
失
し
楠

の
木
の
中
、
大
に
焼
た
り
。
東
向
に
う
つ
ろ
に
な
り
て
、

二
三
枚
敷
も
空
地
出
来
た
り
。
水
戸
赤
水
先
生
、
長
崎
紀

行
に
も
記
せ
し
。
道
中
第
一
の
大
木
と
は
是
也
。

　

右
山
手
に
見
ゆ
る
。

　

彼
杵
村

　
　

道
の
右
手
に
石
の
鳥
居
斗
り
あ
り
。額
に
虚
空
蔵
と
あ
り
。

　

峰同

断村　

日
蓮
宗　

妙
法
寺　

登
に
見
ゆ
。

　
　
　
　
　

　

彼
杵　

大
村
領　

嬉
野
よ
り
三
里

　
　

海
辺
也
。
入
口
大
村
侯
御
茶
屋
あ
り
。

　
　

右
御
本
陣
、
又
、
並
ひ
に
大
庄
屋
居
宅
。」（
40
裏
）

　
　

左
に
脇
本
陣
あ
り
。
行
当
り
大
高
札
場
。

　
　
　

高
札
に

　
　
　
　

二
月
日　

丹
後
（
花
押
）

　
　
　

追
分　

右
平
戸
道

　
　
　
　
　
　

左
大
村
道　

石
建

　
　
　

左
り
に
行
は
、
人
馬
継
所
あ
り
。
大
高
札
よ
り
海
手
に

　
　
　

入
込
は
船
着
也
。
彼
杵
は
家
員
三
百
軒
。

　
　
　
　
　

　
　
　

辰
刻
過
彼
杵
本
町

　
　
　
　

大
高
札
の
向　

長
門
屋
市
右
衛
門
に
て
休
。
彼
杵
家

　
　
　
　

員　

三
百
軒　

魚
類
多
し
。

　

此
分
先
書
の
写　

此
筋
通
行
せ
ず
。

　

一
、
当
初
よ
り
時
津
へ
船
路
七
里
。
時
津
よ
り
長
崎
へ

　

陸
三
里
也
。
長
崎
へ
立
越
候
者
は
、
右
渡
海
い
た
し
候

　

者
多
し
。
順
風
に
候
へ
は
、
半
時
に
も
着
也
。
当
所
よ

　

り
大
村
へ
五
里
。
松
原
へ
三
里
。
い
つ
れ
も
便
船
あ
り
。

　

当
所
は
入
海
。
然
も
袋
之
中
の
如
成
海
也
。
入
海
の
口

　

は
数
々
迫
戸
有
之
。
何
も
狭　

き
よ
し
。
両
方
の
海
辺

　

は
余
程
大
村
の
御
領
分
也
。」（
41
表
）

　

千チ
ワ
タ綿

　

江
の
口　

左
の
山
下
に
瀧
あ
り
。

　
　
　
　

を
た
る
の
瀧
と
い
ふ
。

　

六
つ
戸　

海
中
に
嶋
あ
り
。
鹿
嶋
大
明
神
社

（52）
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松
原　

彼
杵
よ
り
三
里

　
　
　
　

あ
い
の
宿　

店
数
々
有
。

　
 　

此
所
三
十
年
以
前
迄
は
、
人
馬
継
候
へ
共
、
其
後
は

人
馬
不
継
。
彼
杵
よ
り
大
村
へ
通
す
也
。

　

櫛ク
シ
ゲ田

　
　

氷
川

　

氷
村

　
　

右
に
大
村
侯　

御
茶
屋
見
ゆ
る
。

　

宮ミ
ヤ
セ
ウ
ジ

小
路　

店
数
々

　

し
の
ふ
ぶ
し

　

つ
こ
の
宿　

又
ほ
ふ
こ
の
し
ゆ
く
共
。

　
　

左
側
八
丁
程　

桜
馬
場
あ
り
。

　
　

両
方
宿
中
の
筋
に
桜
あ
り
と
も
。

　

く
い
で
つ

　
　

八
丁
馬
場
と
い
ふ
所
あ
り
。
此
村
出
口
」（
41
裏
）

　
　

正
文
寺
観
音
寺
と
い
ふ
寺
有
。
前
に
馬
建
も
有
。

　

大
村
城
下　

彼
杵
よ
り
五
里　

松
原
よ
り
弐
里

　
　

肥
前
彼
杵
郡
大
村
城
主
大
村
丹
後
守
侯
御
城
下
に
し

　
　

て
、
御
高
二
万
七
千
九
百
七
十
石
余
。

　
　

柳
間　

江
戸
よ
り
三
百
五
十
里

　
　

宿
内
十
丁
も
可
有
之
。
彼
杵
よ
り
当
所
迄
は
、
海
岸

　
　

を
行
。
絶
景
無
類
也
。

　
　

 

大
村
家
員
千
軒　

大
村
領
は
五
十
丁
一
里
と
も
い
ふ
。

城
下
入
口
か
ご
町
・
本
町
・
檜
荷
町
・
袋
町
・
片
町
・

裏
町

　
　

片
町
よ
り
御
城

　
　

本
町
に
太
神
宮
勧
請

　
　

大
村
菩
提
所　

日
蓮
宗　

本
経
寺

　

一
、
宿
内
板
橋
あ
り
。
橋
野
手
前
よ
り
左
に
長
崎
道
追

　

分
有
。
宿
迦
れ
、一
丁
程
に
宮
あ
り
。
石
壇
高
し
。
一
ヶ

　

寺
あ
り
。
小
奇
麗
也
。

　

一
、
大
村
御
城
小
原
の
台
よ
り
見
ゆ
る
、
海
辺
に
築
出

　

し
た
る
嶋
山
也
。小
路
に
旅
人
入
間
敷
旨
、札
数
々
之
。」

　
（
42
表
）

　

小コ
バ
ラ原

　
　

此
所
に
宮
有
。
奇
麗
に
掃
除
行
届
候
様
、
相
見
候
。

　
　

暫
行
は
ん
と
ふ
焼
場
あ
り
。

　

す
ゝ
田

　
　

此
村
内
追
々
茶
や
数
ヶ
所
有
。

　

小
松
の
宿　

大
村
よ
り
一
里
半

　
　
　
　
　
　

あ
い
の
宿
也
。

　

猪
野
々
峠

（53）
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〈
大
村
領
／
佐
嘉
領
〉
堺
石

　
　

右
御
堺
石
よ
り
三
四
丁
行
、諫
早
よ
り
の
番
所
有
之
。

　

諫イ
サ
ハ
ヤ早
之
内　

　
　
　

永
昌
宿
〈
嶋
原
へ
十
一
里
／
長
崎
へ
七
里
〉

　
　
　
　
　
　

〈
大
村
よ
り
三
里
／
小
松
よ
り
一
里
半
〉

　

此
宿
内
不
通
往
来
。
人
馬
継
所
、
出
張
有
之
。
此
所
よ

　

り
諫
早
近
し
。
当
所
よ
り
河
伯
御
守
出
る
。

　

諫イ
サ
ハ
ヤ早

　
　

佐
嘉
侯
長
臣
諫
早
豊
前
知
行
一
万
石
の
在
所
也
。

　
　

諫
早
に
近
年
大
造
の
目
鏡
橋
出
来
候
由
。
長
崎
よ
り

　
　

は
、
極
大
成
橋
の
由
。」（
42
裏
）

　

貝カ
イ
ヅ津　

店
数
々

　

九ク
ヤ
マ山　

茶
や
数
々

　
　

九
山
峠

　
　
　

〈
佐
嘉
領
／
高
木
御
代
官
所
〉
堺
石

　

古
賀
村　

御
科
所

　
　

此
村
内
追
々
茶
や
有
之
。

　
　

〈
高
木
支
配
所
／
佐
嘉
領
〉　　

堺
石

　

矢
上　

永
昌
よ
り
四
里

　
　

宿
内
十
丁
余
、
左
側
人
馬
継
所
有
。
嶋
原
よ
り
長
崎

　
　

に
越
に
は
、
此
宿
内
に
出
る
。
此
宿
出
口
番
所
有
。

　
　
　

此
間
少
し
の
峠
有
。

　
　

〈
佐
嘉
領
／
高
木
支
配
所
〉
堺
石

　
　

此
所
よ
り
左
海
廻
に
あ
ば
と
と
い
ふ
所
有
。

　

日
見　

矢
上
よ
り
壱
里

宿
内
三
丁
も
可
有
之
。
右
側
人
馬
継
所
有
之
。
矢
上

よ
り
壱
里
と
申
候
へ
と
も
壱
里
に
近
し
。
廿
丁
位
な

る
べ
し
。
日
見
よ
り
長
崎
へ
弐
里
と
申
候
へ
と
も
、

近
し
。
壱
里
半
位
。
尤
山
越
に
て
、
石
」（
43
表
）

多
く
道
悪
敷
登
り
坂
壱
里
之
間
、
大
難
所
也
。
長
崎

の
人
は
西
国
の
箱
根
と
申
伝
し
所
也
。
矢
上
よ
り
長

崎
迄
は
追
々
、
茶
屋
あ
り
。
峠
よ
り
長
崎
の
方
へ
新

茶
屋
と
て
相
懸
の
茶
や
あ
り
。
道
筋
長
崎
の
墓
所
有

之
。
何
も
奇
麗
也
。
都
て
筑
き
し
た
る
は
新
ら
し
き

墓
所
に
は
不
残
家
を
作
り
、
藁
又
は
板
に
て
屋
根
を

葺
。
死
人
を
麁
末
に
不
致
義
尤
肝
要
の
事
と
存
候
。

　
　

長
崎
の
手
前
に
別
れ
の
茶
屋
と
い
ふ
あ
り
。
同
所
よ

　
　

り
参
宮
人
等
有
之
節
、
此
所
迄
参
り
、
酒
宴
を
な
し

　
　

 

暇
乞
い
た
し
候
也
。
ゆ
へ
に
、別
れ
の
茶
屋
と
申
由
。

　

彼
杵
よ
り
両
士
は
大
切
の
御
使
な
れ
は
、
陸
に
て
長
崎
へ
通

（54）
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行
し
、
我
輩
三
人
は
、
今
日
天
気
合
も
宜
事
に
付
、
船
に
て

　

時
津
渡
す
べ
し
と
て
、
相
別
れ
、
彼
杵
船
着
よ
り
乗
船
す
。

　

船
は
五
枚
帆
・
弐
人
乗
。
米
は
三
斗
三
升
俵
」（
43
裏
）
弐

　

拾
石
積
〈
則
六
／
十
俵
也
〉。
乗
合
に
て
、
壱
人
前
船
賃
弐

　

百
文
宛
拾
五
人
乗
合
之
積
立
。
又
、
壱
艘
借
り
切
な
れ
は
、

　

金
壱
歩
弐
朱
之
由
。
彼
是
乗
合
揃
ひ
巳
上
刻
出
船
少
し
沖
に

　

押
出
し
候
所
、
西
風
強
風
の
お
ひ
よ
ろ
し
く
成
。
直
に
帆
を

　

巻
候
て
、
少
し
ひ
ら
き
に
し
て
船
は
、
矢
を
射
る
こ
と
く
、

　

僅
一
時
の
間
に
時
津
に
そ
着
け
る
。
時
津
へ
は
海
上
七
里
と

　

申
候
へ
共
、
寔
は
十
二
里
有
之
候
由
。
十
里
以
上
は
灘
に
立

　

候
ゆ
へ
、
七
里
と
相
宜
候
由
承
候
。
此
海
中
大
村
領
九
島
あ

　

り
。

　
　

二
島　

三
島

　
　

鹿
島　

多
島　

う
そ
嶋　

寺
島　

〆
九
嶋

　

此
海
手
両
方
共
、
見
渡
申
所
は
皆
大
村
領
の
由
に
て
、
大
村

　

は
二
万
七
千
石
の
御
高
と
い
へ
ど
御
内
検
は
、
十
万
石
も
有

　

之
候
之
由
。
大
村
侯
毎
年
九
月
御
出
立
、
御
出
府
、
翌
四
月
、

　

御
暇
百
日
の
御
在
府
、
御
登
は
中
国
路
。
御
下
り
は
、
室
津

　

よ
り
御
船
也
。
又
、
彼
杵
よ
り
時
津
へ
は
、
北
風
真
鞆
也
。

　

 

西
風
な
れ
は
ひ
ら
き
、
又
、」（
44
表
）
時
津
よ
り
彼
杵
へ
は

南ハ

ヘ風

　
　

真
鞆
と
て
東
風
は
ひ
ら
き
也
。

　
　
　
　
　

時
津　

大
村
領　

彼
杵
よ
り
海
上
七
里

　

家
員
弐
百
軒

　

船
着
、
船
問
屋
有
田
屋
、
午
刻
過
着
。
船
昼
食
事
仕
舞
。
午

　

半
刻
直
に
出
立
。

　

宿
迦
れ
、
左
に
大
村
侯
御
茶
屋･

御
蔵
あ
り
。

　
　
　
　
　

　

な
め
し
の
横
道

　
　

右
岩
屋
山
大
権
現

　

浦
上
の
岩
屋

　
　

従
是
岩
屋
第
権
現

　

浦
上
岩
や

　
　

従
是
北　

大
村
領

　
　

従
是
南　

高
木
作
右
衛
門
御
代
官
所

　

城
の
腰

　

中
野
の
辻

　
　

右
に
浦
上
の
庄
屋
宅
見
ゆ
。

　

浦
上
の
小
橋

　

平
野
の
宿
」（
44
裏
）

　
　

時
津
道
、
馬
込
御
船
蔵
の
上
御
船
頭
屋
敷
。
下
通
よ
り
西

（55）
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坂
よ
り
申
刻
長
崎
市
中
に
入
。
豊
後
町
に
て
休
み
、
申
半

　
　

刻
桶
屋
町
茶
屋
甚
四
郎
方
へ
着
。」（
45
表
）　　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

」（
45
裏
）

　
　
　

此
処
に
、
長
崎
中
の
事

　
　
　

前
々
よ
り
聞
及
ひ
し
事
、
且
、
此

　
　
　

節
其
地
に
到
り
、
見
聞
せ
し

　
　
　

事
委
し
く
道
の
記
草
稿

　
　
　

に
筆
記
せ
し
か
ど
も
、
其
後

　
　
　

寸
暇
な
く
取
捨
い
ま
た
清

　
　
　

書
に
及
ば
す
。
此
度
急
々

　
　
　

仮
編
せ
し
か
、
他
日
暇
日

　
　
　

日
を
も
つ
て
書
加
へ
、
全
備

　
　
　

の
文
ひ
と
ま
き
と
な
さ
ん
と

　
　
　

思
ふ
の
み
。　
　
　
　
　
　

」（
46
表
）             　
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